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病
床
に
手
折
り
て
持
ち
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と
宙
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繰
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投
爆
の
喪
失
を
知
る
唯
一
の
広
島
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耐
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豪
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小
夜
更
け
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ひ
と
き
は
光
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な
り
わ
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見
守
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誰
が
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ひ
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見
渡
せ
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黄
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新
芽
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令
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初
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き
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を
う
か
べ
て
仰
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花
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な
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敏
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八
十
路
坂
登
ろ
か
よ
そ
う
か
良
き
に
な
さ
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そ
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は
言
わ
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と
カ
ラ
タ
チ
の
山
路 

西
野
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み
た
び                          　
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人
生
に
は
三
度
転
機
が
あ
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と
云
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雨
降
れ
ば
吾
想
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は
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野
の
花
を
手
折
り
帰
り
て
楽
し
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遥
か
な
る
谷
道
誘
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サ
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ア
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サ
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今
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も
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の
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橘
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仰
ぎ
見
る
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黄
昏
の
道
夫
と
ウ
ォ
ー
ク 

濵
口　

初
代

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

   　
　
　
　
　

  

ひ
た
す
ら
に
務
め
を
為
し
し
歳
月
よ
両
陛
下
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老
い
る
こ
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は
悲
し
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は
な
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帰
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の
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並
べ
ゆ
く
青
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下
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気
儘
と
は
何
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指
す
の
や
水
馬
は
代
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き
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れ
ば
は
や
泳
ぎ
お
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大
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年
号
は
明
け
て
新
風
流
れ
入
る
ネ
ッ
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の
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代
を
如
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に
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き
む
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『
令
和
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の
字
を
手
書
き
に
し
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と
ふ
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誘
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の
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も
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ギ
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薫
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ふ
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て
み
て
声
に
も
出
し
て
元
号
の
『
令
和
』
は
不
思
議
胸
に
沁
み
入
る 

刈
谷
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

病
院
の
受
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に
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幼
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俳
句
は
偶
数
月
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短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
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                   FAX

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

女

女

女

女

女

男

女

男

女

男

女

男

男

男

男

女

女

女

男

男

女

女

男

男

男

男

女

女

女

女

女

女

５．３

５．３

５．３

５．５

５．７

５．７

５．９

５．１１

５．１２

５．１２

５．１４

５．１４

５．１４

５．１５

５．１６

５．１７

５．１７

５．２０

５．２０

５．２０

５．２１

５．２２

５．２２

５．２２

５．２３

５．２４

５．２７

５．２８

５．２９

５．２９

５．３０

５．３０

９６

９５

８３

９８

９５

７６

９１

８５

８５

６１

８８

８２

７２

９０

７７

９２

８２

９６

８１

７７

８５

９３

９０

８４

７７

８４

１０１

８８

８５

７２

８８

８８

香

山

物

物

山

山

山

山

山

物

山

香

香

山

物

山

香

山

香

山

山

物

山

山

香

物

香

山

山

山

山

山

五百蔵

南組

仲町

浦山

東本町１

西本町５

山田島

神母ノ木

油石

仁井屋組

東本町４

久保川

新田

秦山町２

沼井

加茂

新田

談中

谷相

中組

前行

池田町

中村３

油石

日ノ御子

大北組

本田

植

東本町５

伏原

繁藤

林田

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

５．７

５．７

５．８

５．１２

５．１９

５．２０

５．２２

５．２４

５．２９

舞

恵子

加奈子

美代子

マリサ

祐佳

博美

奈保子

貴美

厚

尚明

悠矢

宗男

健児

雄一郎

貢平

宣夫

大貴

男

女

女

男

男

女

男

女

女

八王子

西本町１

上町

宝町４

南組

南組

船谷

北本町上１

杉田ダム

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

香

山

山

山

山

山

山

はやと

 ゆ  い

あやの

まさき

けいすけ

かすみ

こうき

 ゆさ

みずき

令和元年６月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２６，１６７人 男 １２，３０３人 女 １３，８６４人

前月比 

山田 香北 物部１９，９９４人

世帯数１３，０６６世帯 出生

死亡

４，４４５人

－７人

１人 －２人 －６人

９人 －１６人

５月
届 出

９人

４２人

１，７２８人

転入

転出

４２世帯

２２世帯前月比 ７世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

虫害の時期ということもあり杉､桧買気薄。元類や

30cm上はじり安。杉桧、低質材は4m造材有利。伐

採後は早めの出荷をお願いします。

スギ30cmまでは直曲とも3m、ヒノキは3m4mで直

材になる造材。ヒノキ曲は4mが有利。虫害が出て

います。早めの出荷をお願いします。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１１，５００

１４，５００

１４，５００

　８，０００

８，０００

１４，０００

１４，５００

１４，５００

　８，５００

１８，０００

１１，０００

１５，５００

１９，０００

１７，０００

１６，５００

１０，０００

１２，０００

１８，２５０

１７，２５０

１６，０００

　９，０００

２５，０００

９，０００

９，０００

１０，０００

１２，５００

１２，５００

　８，０００

　８，０００

９，５００

１２，５００

１２，５００

８，０００

１６，０００

１０，０００

１０，０００

１６，０００

１５，５００

１５，５００

９，５００

９，５００

１４，５００

１５，５００

１５，０００

８，５００

２３，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

６月７日第 ３３８ 回市（物部） 

５月２８日第 ９９ 回市（香美） 


